
「江刺寄席J末広がりの八回目でございます。
シーズン2も 半ばとなりました。素大プロ

デュ
ーサーの私も、そろそろこの仕事に慣れ

ていい頃なのですが、未だ門前を掃くのがやっ

との有様です。
先ずは立川志の八さんです。テンポのしヽしヽ明るい語り口が

魅力です。いかにも今風な青年ですが、落語について語り始
めたらその熱さは半端なものではありません。古典、新作を
バランスよく行き来しています。
続いては三遊亭兼好師匠です。第五回「江利寄席Jでは「猫

の災難Jを 聞かせてくださいました。二十八歳で入門という
遅いスタートの師匠ですが、あっという間に頭角を現しまし
た。社会人時代に落語への思いをじつと育ててきたのでしよ
う。お馴染みの登場人物を深く掘り下げ、血の通つた兼好ワー

ルドの住人にしてしまう絶妙の話藝をお楽しみください。
仲入り後の登場はご当地出身の権枝太郎師匠です。七年ぶ

りの出演で、ニツロの花丸時代には 「時蕎麦」を演じてくだ
さいました。落語以外にも活躍の場を広げているのは皆さま
もご存知でしょう。最近は自作の新作落語に比重を置いてい
るようですが、久しぶりの 「江刺寄席Jで はどちらを聞かせ
てくれるのでしようか。

膝代わりは俗由の桧山うめ吉さんです。自ら結つた日本髪
と、セピア色の写真が似合う面立ちを目にした瞬間、ささら

ホールは黒板塀に国まれた静かなお座敷に変ります。艶やか
な唄と踊りを堪能してください。

トリは古今亭菊之丞師匠です。歌舞伎役者のような、と形
容されることの多い師匠です力X私 の初印象は落語の世界か
ら抜け出してきたような、でした。「酢豆腐Jの 若旦刃「はこ
んな人だつたのだろうと思つていると、それを見越していた
ように 「酢豆腐」が始まつたのですから驚いたのなんのつて
い……。その 「酢豆腐J、絶品でした。「一口に限る」のではなく、
何度も食したくなり、師匠の高座を追いかけたものです。歯
切れのいい語り口に浸っていると、描背な若い衆や長屋の住
人が師匠の姿に重なつて見えてきます。
今回の 「江刺寄席」には東京落語のすべての会派を揃えて

みました。弟子は師匠を慕つて入門するのですが、必ずしも
筆風が似るわけではありません。ましてや会派で括ることな
どに意味はないのかもしれませんが、それぞれに歴史を背
負つているわけですから、味わいに微妙な違いはあるはずで
す。そんなところも楽しんでいただけたなら、面白さが倍加
するかもしれません。
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言う存 調免塞
昭和47年 10月7日生まれ
東京都渋谷区出身
落語協会所属
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]召芥日52年8月28日生まれ
岩手県奥州市出身
落語芸術協会所属

平成8年6月  権 歌丸に入門
前座名は歌市

平成12年 6月 ニツロに昇進
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玄〕1志 のA
昭和49年 5月24日生まれ
神奈川県横浜市出身
落語立川流所属

平成12年5月 立川志の輔に入門
平成21年 2月 ニツロに昇進
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稔山 うめ吉
同山県倉敷市出身
落譲芸術協会所属

平成3年4月  日 立濠〕場寄席囃子第8期 研修生となる
平成5年4月  落 語芸術協会におはやし連として入会
平成8年   桧 山さくらに端唄 俗 曲を師事
平成打 年2月 絵山うめ吉として色物に転向 前 座となる
平成13年2月 前座修行を終え色物として一本立ちする
「明治大工はやり唄」など多数のCDを リウ丁スしている


